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り 21 世紀を目前にして、 世界では、 社会・経済・ 文化などのあ らゆる分野 

において国際化が 進展しています。 

日常生活の う えでも海外との 関わりが深まり 国際社会への 対応を抜き 

にしては発展は 望めない状況です。 

この岡垣町も 町民の文化づくりの 一環として 町 ぐるみの国際交流の 推 

進 に取り組むことを 掲げ、 さまざまな国際交流事業を 実施しています。 

しかしながら、 真の国際交流を 行 う には、 町民一人ひとりが 主人公 と 

なり国際社会の 現状を認識し、 外国と私たちとの 生活や文化の 違いを 知 

り 、 外国人に心を 開き、 生き生きと交流の 輪を広げていける 町民主体の 

体制づくりが 必要不可欠となっています。 

そのための組織として、 今年 m2 月に岡 垣 国際交流協会を 設立いたしま 

す 。 



 
 

際
 交
流
協
会
設
立
準
備
委
員
会
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が
 

ま
し
た
。
 

本
年
は
月
に
 肌
 
翌
旦
総
会
を
開
催
す
 

じ
め
と
し
て
広
い
分
野
か
ら
会
員
を
 

 
 

本
号
の
折
り
込
み
「
 
岡
垣
 国
際
交
流
 

協
会
の
パ
ン
フ
レ
ッ
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の
中
の
 

ハ
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ギ
 に
ご
記
入
の
 
う
え
、
 
申
し
込
み
を
お
 

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
家
族
 

3
 人
以
上
 

類
を
送
付
い
た
し
ま
す
。
 

で
 申
し
込
み
さ
れ
る
場
合
は
、
地
域
 

振
 

興
課
 ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
必
要
 

占
 

発
足
し
、
各
種
審
議
を
重
ね
て
き
 

る
こ
と
に
な
り
、
岡
垣
町
民
を
は
 

募
集
い
た
し
ま
す
。
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し
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す
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岡垣町国際交流協会設立準備委員会では、 12 月の 

協会発足に向け 一丸となって 準備を進めているとこ 

ろですが、 協会に、 より多くの人が 加入していただ 

くための ポヌ、 タ一 及び会員バッジのアイディアを 募 

集します。 

皆さんの力作をお 待ちしています。 

( ポスター》 

内 容 両地国際交流協会を 広く周知する 内容のポ 

スタ一 

規 格 四つ切画用紙大 ( 紙質は自由 ) 

締切目 lt 同 l5H( 月 ) 

ぱ 会員バリ ジ 》 

内 容 国際交流協会にふさわしいデザイン 

規 格 A4 判人 ( 紙質は自由 ) 実物は円形の 場合 500 

円玉の大きさ 位です、 複雑なデザインにな 

らないようにお 願いします。 また、 形は自 

由です。 

締切目 m1 月 15 日 ( 月 ) 

米人選者には 記念品を贈呈 い たします " 

申し込み・問い 合わせ 

役場地域振興課地域振興 係へ 
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て
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し
た
，
新
し
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友
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が
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と
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真
田
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年
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。
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掘
り
も
 

さ
せ
て
も
ら
っ
た
し
、
温
水
ブ
ー
ル
に
 

も
つ
れ
て
い
っ
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っ
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お
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つ
に
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た
，
 
食
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僕
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は
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た
。
 

終
日
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た
，
最
後
の
夜
は
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ボ
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ノ
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と
言
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テ
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お
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つ
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い
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れ
ま
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た
。
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台
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台
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。
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金
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で
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て
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で
下
が
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え
ま
し
た
。
頂
上
ま
で
の
ぼ
っ
た
ら
す
 

レ
 

ご
く
高
く
て
、
こ
こ
か
ら
飛
ん
だ
ら
ど
 

ん
 

う
な
る
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ろ
う
と
思
っ
た
だ
け
で
、
ぞ
っ
 

く
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と
し
ま
し
た
。
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と
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で
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し
た
。
 

 
 

の
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に
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た
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二
つ
目
は
 
、
 星
が
よ
く
見
え
る
こ
と
 

で
す
。
 岡
垣
 も
 よ
く
 見
え
ま
す
が
、
 
貞
 

田
の
方
が
よ
く
見
え
ま
し
た
。
須
坂
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年
の
家
の
キ
ャ
ン
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フ
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0
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ぱ
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て
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国
内
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と
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い
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す
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で
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す
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本
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に
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ざ
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た
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9 月 14 日、 岡 垣 サンリーアイ 中 ポールでまちづく 

リシンポジウムが 開催されました。 

今 何のテーマは「どうなる ? こうなる ! 老後のく 

らし」平成 m2 年度から開始の 介護保険制度や 今後の 

高齢化社会をどう 考えなければならないかをコーディ 

ネータ一にジャーナリストの 高嶋紀子さんを 迎えパ 

ネルディ ヌ 、 カッション形式で、 恵の家施設長金丸吉 

和さん、 高揚診療所院長有山英世さん、 在宅介護 支 
  援 センタ一室長 廣 渡洋子さん、 力根 功 岡垣町長で話 

        しました " 
  
  その後の講演会では、 歌手の橋幸夫さんが 老人性 

痴呆症となった 実母の介護体験をもとに、 いろいろ 

な実話を熱く 語ってくれました。 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                          筆 「昇姉 
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ム
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わたしたち火消し 7%  し /  役におまかせ .     
遠賀郡消防総合訓練 

防災の日 (9 月 1 日 ) を前にした 8 月 30 日、 遠賀町尼 

崎で % 強 郡 消防総合訓練が 行われました。 これは郡内 4 

町が結んで い る消防相互応接協定に よ り 2 年に 1 度行 わ 

  れているものです。 訓練は、 遠 賀町尾崎で林野火災が 発 

l 生し強風により 周囲への延焼拡大の 危険性があ るため、 郡 

  内 各町へ応援要請をしたもので   
災は無事に鎮火し 終了しました。 

参加した消防団員たちは 指揮者のもとで 統制のとれた 

すばやい動きで、 頼もしい限りでした。 

やま 太 ㌔ 失 ゃへ     
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ぅか 。 10 月 3 日、 町内各小学校で 迅動 会が捌か 
  
れました。 競技に 軌 申する児童たち、 ぞれをカ 

  ノ ラに収めようと 頑張るお父さんたち、 大変に 

    ぎやかな遊動会でした。 わが町をきれいにしよう ガ 
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中野和敏さん ( 吉木 匠 ) は、 「遊動会のメインで 

もあ った " 地区リレー " では、 どの地区も総立 
・ 曝賀 信用金庫地域貢献活動 「姉 r""""" 
  

ちで応接し、 普段余り話さない 人たちと - 体と   蒸 l, 暑い同となった 9 月 19 日、 波津海岸線と 同道 3 号囲垣 バ   

なって応援しました」と 話してくれました。 パス付近でボランティア 清掃活動を遠 賀 信用金庫が行いました ， 

博
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毎年、 ボランディアで 清掃活動を行っているぞうですが、 遮賀   
信用金庫が創立 50 周年ということもあ り、 ガ m り 180 火動 

員して行ったものです。 

あ ふれしばかりのごみ 袋に宍戸真手     務 部長は 、 

「これだけ多くのごみがあ るとは想像がつきません 

" 一 掠 でした。 これから 
も 継続しで活動を 

行っていき、 利、 た 

ナ，が 住む，岡垣町を 

もっときれいにし 

ていきたいと   忠 、 い 

ます」と話しで く 

れました。 
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生涯学習で古代のロマンを ガ 

榊                 
L 

平成Ⅱ年度文化財展示は「古代のアクセサリー」と 題して行います。 

（ 

現在でもファリションやアクセサリーへの 関心 ガ 強く、 おしゃれを ヲ 
  

るここも楽しみの 一つになっている 人も多いこ思います。   が Ⅱあ い 

古代ガら人は 飾るこい う ここに対して、 並マ ならぬ情熱を 傾けてきました。 学び 愛 
発掘調査 ガ らも装身具 ( アクセサリ一 ) は多数出土しています。 飾るこいうここを 
テーマに展示を 行います。 

Wi ， V@ ・ r ・ wwyTWit lltfu ， ・ @s ， @ ， @@ T"@@@ @@ ， "@@ ・ @TW@ 、 ・ - ・ @@ 。 、 @" （ 古 て い 教子村は d,Y 掘 調 町 めま 器 な 具で や l アク 世界 古 じよ 古 革運 にい大網 が （ 弥 
ま危 J っ査内 すと あ 什セと墳う t 貞墳 見ま 半文生 
す増 れもの 。 を 6 店 サ しのにの時 せ すて時時 

るがす代代   代の 、し ， ・・・， 欠 「 クノ ウ @@ ノ ア 住 え レ て 埋葬 飾る 副葬 た 、 がか の 
め威 、 5 7 アク 施設 よう 品 と の信ァ伝ク 

で に し セ 
あ な てサ   
る りクヒリ 

を 。 現 
死 世 と 後   
の 同 ど 、 。 れで 跳   っ 持品口 桂家しの 

"  0  " Ⅸ 4 

古代のアクセサリー 
岡垣 サンリーアイ 展示ホール・ギャラリー 

Ⅱ 月 12 日 ( 金 ) ～ 23 日 ( 祝 ) まで 
  

  
  午前 9 時～午後 6 時 入場無料 

  
      長尾古墳群発掘調査速報 展 同時開催 

    
; ので、 ぜひご覧ください。 
      （縄           クレ いま さん れる 入 ス 、 女時 はも 

問い合わせ   
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く ①の材料 4 ～ 5 人分 ) 
:;@ もち 米 ( 3  カップ ) 0-: 大豆 (70 ク 
ム ): 「豚バラ (130 グラム ),, 干ししい 
たけ ( 3 枚 ):, 木 くら げ ( 5 グラム、               
にんじ 川 30 グラムトたけのこ         
グラム ) 「ほんにく ( 小 1 片 ) 0-; ごま 

ブ 白 ( ノく さじ 1  ) 
A  C. だし汁 ( 2 .1/2 カップ )0: しょ 
うゆ ( ヲて さじ 2  .1/  2)(, みりん ( 人さ 
l 二 Ⅰ /  2)(-) さと う ( レ八 Ⅰ さじ Ⅰ /  2) じ酒 
( 入 さじ 2 ) 、 : 塩 (.   太 さじ 1/4) 

く ①の作り方 )       
柔らかく煮ておく   ノ )   
                                  は 、                                                       
                              大 #.L-% 炒めて A を入れて           
てできあ が ， ,)) @ 

く ②の 材 ・ 料 4 ～ 5 人分 ) 
:-j 卵 ( 3 Ⅲ 岨 :) 豆乳 @  ・ 3/4 カップ ) 
むさとう (80 グラ ノ Ⅱ @-.> バニラ エ ツセ 
ンス ( 少々 )0) サラダ油 ( 少々 ) いさと 
う ( ヵ ラメル )( 少セ ) 

く ②の作り方 ) 
㎝ ) 小鍋に水とさとうを 入れて、 か 
き混ぜないで 蜂く ゆすりながら、 

きつね色に焦がして 火を止める・ 

熱湯 ( 人さじ 2 ) を入れ 混 ぜ今わせ 

ヵ ラメルソースのできあ がり。 

② 流し型に、 サラ タ     油を薄い塗り、 
中に①を入れる。 
L む 豆乳を人肌に・ 温めでさとうを 加 
え、 溶きほぐし卵を 況 ぜ - こ布でこ 

l, 、 バニラエッセン フ、 を 入れでⅠ ぎ ) 
の 流し型に入れる． 
④ 湯気の立づた 蒸し器に⑬ ) を入ズ， L 

て 弱火で lh 分 荒し 、 火を上めて 2 
分ぐらい 竹い てできあ がり、 

岡垣町食生活改善推進会 
( ヘルスメイトの 会 ) 

ギ 全 ノ - ● 予 エ 者過て Ⅱ 月 -% ， ビ Ⅰ ての 食 これは なりま のと １ 糖尿病 糖尿病 偏 重姉 ネル 倉主 えら 食 、 いる 予備 
ギ汚 れ 運糖軍 8   お ギ 文 十 な す 食 る 炒米ま 足 。 を ら   
ガ汚 る レ遺 と「 

せ       
②
材
料
の
工
夫
…
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
少
な
 

  い
 野
菜
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
な
い
海
藻
、
 

き
の
こ
抑
を
多
め
に
使
い
ま
し
 
土
う
 。
 

③
脂
肪
を
減
ら
す
工
夫
…
肉
は
脂
身
の
 

 
 

た
り
の
 
下
 ご
し
ら
え
は
、
七
千
レ
ン
ジ
 

さ
ら
に
、
 
僻
尿
 病
を
予
防
す
る
う
え
 

ヤ
 鍋
で
ゆ
で
 る
 ：
 

で
は
お
や
っ
の
と
り
方
も
重
要
で
す
 

 
 

よ
 活
動
 帝
 の
多
 い
 昼
間
に
食
べ
る
，
 

よ
砂
 塘
な
ど
の
 入
 っ
た
 4
 Ⅲ
 涯
 飲
料
水
や
 

ノ
ユ
 ー
ヌ
、
は
飲
ま
な
い
。
 

よ
 食
べ
る
な
ら
洋
菓
子
 よ
 り
 杣
 東
子
 な
 

  

よ
胴
装
 、
小
袋
入
り
な
ど
 
"
 
キ
リ
の
 ょ
 

 
 

つ
い
食
べ
過
ぎ
で
し
ま
い
ま
す
：
 

以
上
の
こ
と
は
、
糖
尿
病
予
防
だ
け
 

 
 

も
つ
な
が
り
ま
ず
。
で
き
る
こ
と
か
ら
 

 
 

健
康
対
策
課
管
理
栄
養
士
大
江
智
子
 

へ
 
-
 
イ
 

 
 @
 
ツ
 

 
 
 
 目
 @
 

-
-
 

@
.
 

卍
 

二
 
㍾
 

ヰ
ザ
 -
 

損
 

 
 
 
 

ネ
 

  l 日 3 回、 用 則 正し - ニ ・ - % 七 ～Ⅱ分目口食べ 主食 は 控えめに、 刷 甘味、 塩 任 ともに 控 

く 官事 モ とる 丁き 甘し : 菜は品且 多く、 栄舌 えめの 黄 味料理に 

 
  
 

て
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    野丑 ( とくに 丑 黄色   間食、 アルコール ぼ - 軸 曲柱 の 下加 ぽく 貫 苗草、 きのこなどを 

野英 @ を 厄っ 由りとる 控えめに 中指 肪 をとりすき 甘 たコ Ⅲ り とる 
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「まものき わ や かぢゐ 「 
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億   
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  A   

lW 時 ㌔   
  

j 世日刊 枝 さん (22 歳・公園通り 区 ) 
共同会計 車務 所ますだ 

）     

よく言われるという、 池田さんの登場で   
す 。 

Ⅰ毎日の仕事ほどうです ガ ? 
やっと決算申告書類を 作成できるまでにな           

ました。 

・法律ってどんどん 改正されるので、 覚えるの 

が 大変なのですが、 面白くなってきたところで   

す， 
  

Ⅰ趣味は何でヲガ ?   

読再 かな，                                         一 アイの図書館にはよ 

く 通っでいます。 
  

ワ 読んでます ょ 。     
今月のまちのさわやかさんは、 どんな人かな ? っ @ 

て 読んでましたが、 2 カ月に 1 回になったのが、 

ちょっと残俳です。 ( まさか自分が 載るなんで           

Ⅰ休みの日は 何をしています ガ ? 
仕事柄、 いつも室内にいるので 太陽が恋しく 

て 、 友人と海や公園などにドライブに 行ったり 

しています。 

今一番したいことは、 スキューバダイビンバ   
  

と パラバライダ 一で、 将来の夢は、 世界中の追     
Ⅰ最後に岡垣町の 印象は ? 
ここ数年で福祉関係が 充実しできたし、 交通 ） の イ 吏 も ニ ーく く な ましたね 0 昔遊んだ森や 広場が 皿 くなるのは、 ち よ と 

す 。 

さびしい気もしますが、 とっても大女子きな W で、     
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・鹿垣何 % 買篆尻勃掛 ， 
●採用職種と 採用予定数 給食調理 員 / 1 人 

●受験資格 日 ｜ l 乃 ・ 。 和 １ １ 4 9 年 4 月 2 から昭和。 57 年 4 Ⅱ 1 日までに 生 ．まれた 人 

米 ただし、 次の何れかに 該当する人は 受験できません ，地方公務員法 

第 lf 粂の欠格条項に 該当する人 ( 禁治産者および 準禁治産者、 禁固 以 
  上の刑を受けその 執行が終わるまでの 人、 またはぞの執行を 受けるこ 

とが無くなるまでの 人など ) 

安国籍条項は 廃止．しました。 
●試験日 ( 1 次試験 ) 

12 月 12n@ 口 ) 午前 9 時から受付開始 
●試験会場 岡垣町役場会議室 

●試験内容 適性試験 

●受験手続き 
申込用紙は岡 垣 役場町長公室人事 係 に用意 

しています。 必要事項を記入して 提出してく 

ださい，米中し 込みの際には、 写真 ( タテ 5 

センチ X ョ コ 4 センチ ) が 2 枚必要 - 笘ケ 。     

●受付期限 
                @ 食 ) までの午前 8  時 30 分から                                           @- Ⅰ 、 O                                             

祝 l,l は休みです。 まだ、 郵送の場合は、 11 月 26 日 ( 食 ) 世諦 で 書類が完 
                                                      ;"j ま " ケ 。 

●申し込み ， 問い合わせ 役場町長公室人事 係へ 

●採用職種と 採用予定数 ‥ 般 要務 峨 /1 人 

●受験資格 附和 49 年 4 月 2 口から昭和 57 年 4 月 1 同 までに生まれた 人 
米ただし、 次の何れかに 該当する人は 受験できません。 公社就業 規 F@lJ 
第 11 条の欠格条項に 該当する人 ( 禁治産者および 準禁治産者、 禁固以 

上の刑を受けぞの 執行が終わるまでの 人、 またはその執行を 受けるこ 

とが㎜くなるまでの 人など : 女 国籍条項は廃止しました。 

●試験日 ( 1 次 試験 ) 

12 片 12 Ⅲ 日 ) 午前 9 時から受付開始   ●試験会場 囲垣サンリーア イ 会議室 ●試験内容 教養試験・適性試験 

●受験手続き 
中込用紙は岡 垣 サンリ                                                                         

用意しています。 ノ 、 要事項を記入                           

してください。 
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訴求 は緩老 5  % 換侮 Ⅱ 月 「 日 ( 月 ) ガら 7 日 ( 日 ) は、 海洋環境保全推進週間で す 
海上保安庁では、 「未来に残そ う 青い海」を合言葉に 海洋環境 ブラスチック 類や空き缶などのごみを、 川や海に捨てないよ 

保全運動を推進します。   青く美しい海を 未来に残すのは 私たち う にしましょう。 また、 Ⅱ 月 8 日 ( 月 ) から 17 日 (7k) までの間は 、 

の 責任です。 「海上環境事犯一斉取締り」を 実施します。 

ア図 たの 
・   Ep@; 、 め ), - 「 沖 : クワ 絡会 ド岡 米 体験 いち メーシ 直接 岡 
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る 意見を聞か                                                                               ホ耳 

き ひ っ製作 本 

一 月 ・ : 干 
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構は ;. ど 意見箱 ． : を設置しました。 

えし、 またど意見 は 運営委員会で 話 旦 演 
  
し 合い、 よりよいギャラリー 運営を 里 - 後 金一 5 々午 ム Ⅱ 後 ナ｜ 5 

時 後か 
目指します。   ま 6 ら   - ピ ・                     ベピ 

どうぞ ど 自由に記入して 箱 に入れ 2 で き 口   
てください。 
  

        入テ講と 
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3%                                                   
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